


三彩鳥型水注
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都城図



序

都城市文化財調査報告書第 3集をここに刊行いたします。

今回は、都城跡の一角である「中之城」と「菓子野地下式横穴古墳」につい

て、その発掘調査の結果を報告するものであります。

調査は、宮崎県教育委員会、県文化財保護審議会委員の石川恒太郎氏のご

指導 と多大のご協力によって行 ったものであり、特に調査の計画か ら報告書

の作成にわた り、全面的にご苦労いただいた県文化課の岩永哲夫氏、面高哲

郎氏 、谷口武範氏に負うところが極めて大きく、深 く謝意を表します。

また、発掘調査に際しましては、地主 をはじめ、地元市民各位

より積極的なご協力をいただき、心か らお礼を申し上げます。

この報告書が、当地方の歴史解明のため、学術資料として研究に活用して

いただ くことを期待 しまして序文とします。

昭TIE158年 3月 1日

者Б城市教育長 刀 坂 守 信



例 回

1.本書は、都城市教育委員会か

2.掲載 し          

実ゞ施 した埋蔵文化財発掘調査報′

ているのは

告書である

、古墳時代関係 3、 中世関係 1`

3.調査関

D計 4件に     

°

係者は、次のとお りである。           

ついてであ

調査主体

る。

都城市教育委員会

教 育 長 刀 坂
‐

図          

守 信

書 館 長 柏 田

館           

実

長 補 佐 松 下

調査
口           

文イ         

義 弘

員             

′
ヒ財担当 遠 矢 昭 夫

宮崎県文化財多肇護審議会委員

宮崎県教育庁文化課主任主事

石 川 恒太郎

ノ          
岩 永

′             

哲 夫

′          
面 高

′   [         

哲 郎

L事 谷 口

調査                       

武 範

協力

有 田 辰 美

宮崎県文化財保護指導委
繭

4。 人骨の

員

調査は、長崎大学医学部松下孝[          

二 郎児 玉

5.遺跡名

幸講師に依頼 した。

、調査期 日等は下記のとおりで、本書の編集は都城市教育委員会が担当した。

言己

番号 遺 跡 名 所在地 調 査 期 日 執 筆 者

1 都城 0中之城 都島町 57. 5.17～  7.10
夫
範
郎

哲
武
哲

水ヽ
口
高

岩
谷
面

菓子野地下式横穴群 菓子野町 57.11.29-12. 3 石 サ|1 恒太郎

菓子野地下式横穴群 菓子野町 57.11.29～ 12. 面 高 哲 郎

菓子野地下式横穴群
(人骨編 )

菓子野町
①

②
55.12.15ヤ 16
57.11.29～ 12. 3 松 下 孝 幸



次目総

I 都城 0中之城跡発掘調査 ―一一―一一一 一―一一一―一一―

Ⅱ 菓子野地下式横穴調査報告 ―一一一一一一―一一――一―一―

Ⅲ 菓子野地下式横穴第57-4号・ 5号発掘調査  一――一一―

Ⅳ 菓子野地下式横穴出上の古墳時代人骨 ―一一一一―一―一一
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1。 本書は都城市教育委員会が実施 した都城中之城跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、昭和57年 5月 17日 から昭和57年 7月 10日 まで実施 した。

3.調査関係者 は次の通 りである。

調査主体 都城市教育委員会

教    育    長    刀 坂 守 信

図 書 館 長  本白 田  実

図 書 館 長 補 佐   松 下 義 弘

文 化 財 担 当   遠 矢 昭 夫

調査員  岩永哲夫 鰺谷口武範 (県教育庁文化課 )。 有田辰美

調査協力 児 玉 二 郎  。 近 藤 組

遺物整理協力  酒井晴子 。増田慈子 。高橋加奈子 螢津隈久美子 。日野美智子

有田具子 。今橋牧子 0桑畑 礼 。横尾理恵

4.本報告書の執筆編集等作成に関わるすべては、岩永 0谷 口 。有田が行 った。

本書の執筆 は調査員が分担 し、文責 については目次に明記 した。

5,遺物 については亀井 明徳氏 (九州歴史資料館)の指導を得た。

6.本書で用いた挿図中の遺物は、すべて通 し番号である。
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第 菫章  序

1.調 査 に至 に経 過

昭和56年 5月 、 軽費老人ホーム建設のため造成を行なっていたところ、柱穴や青磁、染付

等の輸入陶磁器、土師器等の出土が確認 された。都城市教育委員会では、造成地が中世山城

である『都城』 の一郭「中之城」にあたることなどか ら直ちに事業者に工事中止を要請 し、

遺跡の取 り扱いについて協議を行なった。協議の結果、現状で保存す ることが困難であった

ためやむな く発掘調査を実施 して記録保存をとることになった。調査はも事業者の依頼によ

り都城市教育委員会が主体 となり、県文化課主任主事 (現 宮崎県総合博物館主任主事)岩永

哲夫、同主事 (現 宮崎県総合博物館主事)谷 口武範の両名が調査を担当 した。

調査は、当初、昭和57年 5月 17日 か ら6月 2日 までを予定 したが、通路等の発見により、最終

的に 7月 10日 に終了 した。

2.遺 跡 の位 置 と環 境

都城跡 は大淀川の支流都城川が同じ支流の萩原川 と合流す る地点の左岸 (西岸)台地上に

あり、通称鷹尾原台地の東端にあたる。日豊本線西都城駅の南西約 l kmの 地点である。
∈ 1)

同地周辺の遺跡を概観すると、縄文早期 の丸山遺跡が西北部の丘陵上にある。昭和 49年

母智丘 ゴルフ場造成工事中に発見されたもので、押型文土器、塞ノ神式土器の出土を見た。
儘 2)

また、東南にあたる豊満町成山遺跡か らは縄文後期の土器が出土す るなど、盆地を囲 む周

辺の山麓か ら丘陵にかけて、縄文期遺跡の存在が知 られている。
住 3)

弥生時代では、昭和 39年 に調査 され、集落跡等が発見 された年見川遺跡があるが、最近

では、祝吉 C郡 元土地区画整理事業に伴ない、昭和 55056年 に都城市教育委員会が発掘
0通 4)

調査を実施 した祝吉遺跡があげ られる。祝吉遺跡 は都城盆地の中央 を流れる大淀川の支流沖

水川の左岸の低位河岸段丘上に位置 しており、弥生後期を中心 とす る住居跡群が検出され、

遺構 。遺物 とも注 目され る内容を もつものであった。なお、 この遺跡からは 15世紀末に南

中国で製作されたと考え られる「 緑釉陰刻牡丹文水注」が良好な状態で出土 し、島津氏 との

関連を窺わ しめるもの として注 目される。

古墳時代では、県指定史跡都城古墳が沖水,鷹尾 ′志和池地区などにみ られ、地下式横穴

墓 も牧 ノ原をは じめ、志和池 ,菓 子野地区などで調査されている。

説

-7-



|:50,000 城

ド器 耐 "前 卜 す ― ― ザ 堕 ___寧 __一 端 ∞

第 1図 遺跡所在地図

1.都城跡  2.大 岩田城跡  3.成 山遺跡  4.年 見川遺跡  5.祝 吉遺跡

6.牧 ノ原地下式横穴墓群  7.都 城古墳  8.沖 水第 1号墳  9.沖 水第 2号墳
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中世 になると、「 島津家発祥の地」と して知 られ る県指定史跡祝吉御所跡がある。

さて、都城は永和元年 (1375)、 第 2代都城領主北郷義久が築いたとされ、時代を経

て元和元年 (1615)一 国一城令で廃城になるまで 240年 間にわたって営まれた中世平

山城である。
住 5)

都城市立図書館蔵 の都城の絵地図によると、本丸,中之城,西城,外城,南之城,小城 ,

新城,池之上城,中尾城,取添城によって構成 され、城への道に弓場 田口,鷹尾 口,中尾 口 ,

大岩 田口,来住 日の五 日がみられる。現在、本丸と中之城 との間に日豊本線が通過 している

が、西之城 と池之上城に狭まれた区域 (線路の周辺)に 都城の地名由来になった都嶋が位置

する。

` |
注 1. 未報告

注 2. 田中熊雄「都城市成山遺跡の研究」宮崎大学教育学部日本史研究室 昭49

注 3. 調査の概要について、石川恒太郎著「宮崎県の考古学」昭和43年 に記述されている。

注 4. 都城市教育委員会「祝吉遺跡」都城市文化財調査報告書 第 1集  1981

都城市教育委員会「祝吉遺跡」都城市文化財調査報告書 第 2集  1982

注 5. 都城図書館蔵の絵地図の裏には「大正八年十二月十二日領祖都城御入部記念之日 益

田玉城寄贈」とある。

このもとになった絵地図は都城市在住 が所蔵されており、それによると、

天和二年 (1682)加 塩半右衛門尉為清が図写 したとある。
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3。 調 査 の 概 要

発掘調査にあたり地形にあわせ 5π方眼のグリッドを設定 した。調査区の南北をA～ Q,

東西を 1～ 9と した。 しか し、工事途中での発見であったので撹乱の激 しさが日についた。

その中で比較的残 りのよいC～ H-2～ 9区 とM～ 0-2～ 5区 をそれぞれ 菫区、菫区 とし

て調査を行 った。

調査の結果、ボ ラ層 あるいはアカホヤ層 に掘 り込 まれた柱穴、土装、通路などの中世遺構

のみ検出された。 しか し、絵図に記 されている厩 、井戸等についてはすでに上取 りなどで削

平されており確認 はできなか った。また、、検出された遺構は中 。近世のもので、それ以前の遺

構についてはまった くみられない。出土遺物は、磁器 (青磁 。白磁 0青 白磁 )、 染付、土 師器、   |

陶器、古銭など山城に伴うものばかりで、いずれも表土中あるいは遺構内の埋土中か らの出土で

あった。

4.層  序

調査区の北側端部 (○ -4～ 6区がすでに土取 りで掘 り下げ られていたのでそこで土層観

察を行 った (第 3図 )。 なお中之城遺跡にお ける基本的土層 は次の とおりである。

第 I層   表土 (耕 作土)褐 色をなし軟 質である。

第 Ⅱ層  黒色土層 厚 さ約 3 0cm

第Ⅲ層   ボ ラ層  降下軽石層で遺構のすべてが掘 り込 まれている。厚 さ約 70 cm

第IV層   黒色土層 厚 さ約 3 0cm

第V層   黄褐色土 (ア カホヤ)層  厚 さ約 3 0cm

第Ⅵ層  黒褐色土層 厚 さ 70錮

以下、灰褐色土,橙色粘土層 ,砂礫層の順 である。砂礫層 は表土より約 3.5π のところで

確認 された。

遺物は、第 IIl層 上部 より土師器 ,陶磁器が出土 しているが、第IV層 以下ではまった く検出

されなか った。

-10-
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第 Ⅱ章 迪退

調査区は全体にわたってバ ック 。フォー等により削平されていた。その中で比較的残 りの

よい C～ H(2～ 9)区 とM～ 0(2～ 5)区 をそれぞれ I区、 II区 として調査を行 った。

遺構の確認面は、すべてボラ層あるいはアカホヤ層か らの ものである。検出された主な遺

構には、柱穴、土壊、通路跡などがあった。

I 区  (第 4図 0図版 2)

I区 の東側 (E～ G-2～ 6)区は、ボラ層が残 っていたが、その西側については、すで

に土取 りされ、 アカホヤ層か らしか確認できなかった。

1`柱  穴  (図版 2)

検出された柱穴の総数 は 381個 を数えた。柱穴はすべてボ ラ層 に掘 り込 まれており、径 (

15～ 80cm)、 深 さ (30～ 70cm)と 比較的変化に富んでいる。埋土の状態 も黒色土、砂質の褐

色上、粘質をおびた褐色上の 3種類確認できた。柱穴か らの出土遺物 には、土師器、陶磁器

などの小片のほかに、釘、石臼片などがみ られ、それ らのほとんどは流れ込みの ものであっ

た (表 1)。 また川原石や軽石が混入していた 柱穴は 21個で、 楚石 として使用 されていた

と思われる。その中で主なものについてのみ説明を行なう。P-67は長径60ca、 短径48cπ 、深さ77

側の柱穴である。浅い 2段掘 りで西側に比較的大きめの石を、そヒ′て東側には小振 りの石が置かれ

ていた。石材は、 1個の角礫をのぞいてはすべて軽石であった。P-346は 2段掘 りで深い方の上

部に石が集中 してみられる。石はすべて川原石で、土師器片も出土 している。

(第 5図 )。

建物跡については、絵図 (図版 1)に、 日置氏、伊 ケ倉氏など地区割が記載 されておりな

ん らかの手がかりになると思われていた。 しか し戦時中の高射砲陣地の設営あるいは耕作等

による撹乱がひどく建物跡 は確認できなかった。

2.土 壌

I区 西側の土取 りされた部分に 7基検出された。土墳のほとんどはアカホヤ層面か らの確

認であった。埋上については、粘質のある黒色土、ポラ混 じりの暗褐色土の 2種類があった。

その中で 1号土墳については本文中で説明 しその他は表 2に まとめた。

構

-13-
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第 4図 中之城遺構実測図 (I区 )



柱穴 長径 tJ 短径じJ 深さむJ 出土遺物 柱穴 長各枷 短径枷 沸電さしJ 出土遺物

31

38

39

43

46

73

101

109

118

125

128

131

40

35

30

81

63

23

40

95

33

68

75

46

40

35

30

30

45

22

40

65

31

68

50

30

51.8

45.8

51.3

23.3

50.9

65.6

42.3

61.4

55.5

45,8

32.2

37

土師器

青 磁

土師器

土師器,石自

土師器

土師器

瓦 器

土師器

土師器

土師器

土師器; 青磁

染 付

185

204

209

232

234

240

249

271

301

335

341

346

25

30

25

40

30

32

40

30

22

57

40

45

25

25

25

38

30

31

31

30

20

23

37

40

25.3

33.5

27.4

58

26.8

43.4

46

30.8

52

31.1

59

47.2

古 銭

陶 器

陶 器

土師楓 染付

土師器,釘
土師器

陶 器

陶器,釘
釘

土師器

土師器

土師器

表 1

π

牡

　

　

　

　

　

」 ‐ ５

一

158.647π

P-346

0                  50cπ

第 5図  柱穴 実測図

P-67
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土 壌 長車由し静 短車由腕l 深 さじ書 遺 物 埋 土

備前焼 灰褐色土

88 70.6 な  し 黒褐色上

104 58 87.2 な  し 黒褐色土

113.8 染 付 ボラ混入の暗褐色土

な  し ポラ混入の暗褐色土

35,7 な  し 黒褐色土

表 2

L 1587077t

第 6図  1号土壊実測図
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1号土墳は、備前焼の大甕片や橋鉢 (73・ 77081)な ど多 く出土 しているが、上部が削平

され深さも約15卸と浅い (第 6図 ,図版 3)。 2号, 3号 , 4号土壊は、ほとんど出土遺物がない

が深さが35～ 100mと 、 1号土墳 とはちが う意味のものであろうと考え られる。

3.石垣列 (第 8図 )

E-4区 にあり長さ約 3.2π 、高 さ約20cmを 計る。石材 はほとんど軽石で西側が面取 りさ

れている。石垣の積み土は、たたき締められた痕跡 はみ られず、粘質を もつといった漆喰と

しての役割は果 していない。
(注 1.)

4.通 路 (第 7図 図版 4)

調査区 (I区 )の 北西側か ら検出 した。幅約 3.9焼、長さ約16π で確認面より約0.8π掘 り

下げ られ ている。床面は第Ⅵ層まで達 し固 くしまる。北から約 6π のところに正門跡、そこ

か ら約 5%の位置に通用門 と思われる遺構 を確認 した。通路 は、北より登 り始め約 4.5%の

場所で段がつけ られている。そ して約 1597tの ところか ら右に 曲 っているがそれより先 は不明

である。また通路東側には石垣列が検出された。遺物としては三彩鳥形水注 の頭部のほかに

土師器、陶器 (79)が出土 している。

(1)正門跡 (図版 4・ 5)

正門と思われる場所には、通路 より階段状に登り□がつけられ平坦部には 2つ の柱穴がある。

東側は径 0。 73π、深さ 0,96π 、北側は径 0.5π、深さ 1.3πで両方とも楚石として使用され たと

思われる川原石が検出されている。正門の幅は約 3π、柱穴間は約 1.7π であった。

12)通 用門跡 (図版 5)

正 F号 より南に約 5mの位置に、やはり階段状の登 り日が確認 された。正門とは別の出入□

ということで通用門 とした。床面は固 くしまりその両側 に 7個 の柱穴が検出されたが、通用

門に伴 うと考え られたのは 4個であった。 通路狽1の 2つ は、径約20 cm、 深 さ30cmで 小さくそ

の東側の 2つ は径約 45cm、 深 さ60cmで 前者に比べ大きめである。柱穴間は約 1.5%を 計 る。

13)石垣列 (図版 607)

通路東狽1に 3ケ 所検出され、すべて通路側は面取 りされている。正門南側の石垣 は、一段

だけ残存 し、アカホヤ面につけ られた段に積 まれていた。正門北側 にも段がつけられていた

が石列 については確認できなかった。正門跡 と通用門跡 の間の石列 が一番残 りがよ く長さ約

3.3m、 高 さ 0.7鶴 を計る。石は、アカホヤ面に段がつけ られそこに積 まれている。石材は

ほとんど軽石であった。(第 9図 )。 通用門とつきあた りの間にも石列が崩れた状態で検出されてい
｀

る (第 8図下 )。  また、通路人口付近の東側にも軽石の残片がいくつかみつかっており石列 があ

-19-
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第 7図 道路実測図
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ったのではないかと思われる。それと とも

に柱穴がいくつか確認されているが通 路に

伴うものかどうかは不明である。石列 は東

側のみ存在 し、西側については壁もほぼ垂

直に立ち上がってお り石列はなかったので

はなかろうか。石積み土については、粘質

性もそれほど感 じられなかった。また、裏

込め も確認できなかった。そのため通路の

石垣 として実際に使用されていたかには疑

間がもたれる。

7号土拡は通用 日付近の通路床面に掘

り込まれている。 1辺 63cm、 深さ60cmを

計る。埋土中には、軽石を中心に多 くの

石が含まれていた。 この土鉱が、通路に

伴 うものなのかどうかは不明であるが後

世の遺構の可能性が大きい。Ⅱ区で検出

された竪穴状遺構 と類を同 じにするもの

であろ うか。

―
ミ

や

50cm

第10図  7号土 j広 実潰1図
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区 (第 11図 )

北狽1と 東倶1の 端部は、ボ ラ層上面まで残存 しており、柱穴、土墳、井戸状遺構など比較的

残 りはよか った。それに対 し中央部は、アカホヤ面まで肖1平 され土填あるいは竪穴状遺構な

どが残存す るだけであった。

1.柱 穴

北側、東側のみ検 出され総数86個を数えた。埋上の状態はほとん ど I区 と変わ らず 3種類

の柱穴が存在す る。 しか し、柱穴からの出土遺物はあまり見られなかった。P-394か ら土 師器

片、P-399か ら青磁 (24)と土師器片を、P-429か ら染付 (84)がそれぞれ出土 している。

建物跡については、絵図 (口 絵 2)では白濱氏の館があるとされているが確認はできなか った。

2.土 壌

土壊は全部で 4基検出された。 8号 土壊は、長軸86cm、 短軸74cm、 深 さ24cmを 計 る。埋土

は黒色土で遺物は見 られなかった。 9号土壌は、長軸 10 7 cm、 短軸62cm、 深 さ44cmで第Ⅵ層

まで達 している。床面より 5 cm位 上の位置か ら川原石 4個、軽石 2個 とともに木炭が敷 きつ

められた状態で検出 された。そのほかに青磁 (41)、 自磁 (52)も出土 したが骨などは確認

できなかった (第 12図 。図版 8)。 10号土墳は長軸90cπ 、短軸42cπ、深さ20cπで井戸状遺構を切

っている。埋土中より川原石や面取 りされニカワ系統のものが付着 した軽石 も出土 している。

この軽石は、通路に使われていたと思われ、後世になりこの土壌に廃棄 したとも推定される。

11号土壌は長径82卸 、短径44cπ、深さ25mを計る。出土遺物 としては、備前焼の描鉢 (75)が

出土 している。

3.井戸状遺構 (第 13図 図版 9)

本遺構 は、10号土壌に切 られており、検出面での土場は南北約85cm、 東西83cm、 下場は南

北 l π 18cm、 東西 l π 07cmを 測 るほぼ方形の遺構である。 上部検出面より底 まで 3.24π

で、水性 シラス層下の不透水層 と思われる粘土層上 (層 厚 5 cm)ま で掘 りこまれ、下部に向

ってわずかづつ広がるフラスコ状を呈す。 このことは、本遺構の機能を特徴 づけることと思

注 2.

われる。なお埋上 については、

第 1層  褐色土層 (白 ボ ラ混 )

第 2層  白ボ ラ層 (2～ 3脇 )

第 3層  黒色土層 (炭 化物を多 く含む)
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0              1π

第 13図  10号土装及び井戸状遺構実洪1図
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第 4層  シラス層

第 5層  黒褐色土層 (ブ ロック状土,焼 土, ワラ 。カヤ類の炭化物及び灰を含む )

第 6層  砂質土層

となっており特に第 5層 は、 フラ・ カヤ類の炭化物 0灰に焼上、 ブロック状の上、土壁か土

塀の一部 と思われる遺物が混入 した状態の埋土であった。あわせて埋上の自ポラ層及 びシラ

ス層の存在は意識的な廃棄を想起 させ、一時期の廃絶を窺わせ るに充分な状況であつた。底

面の第6属 については水性シラスのものと思ゎれる砂と粒子の細かい粘質の上が若千堆積し

ていた。

L 157.233m

0                    1 cπ

第 14図 竪穴状遺構実測図
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遺物については、青磁 (32)が 第 1層 より出上 しており、第 3層 より鉄釘、土師皿片 (16)

が出土 しており、最下層の砂層の中に底面にはりつく形でどぶねずみの骨
‐
が 1個体分出上 し

ている。またその他に土壁 (土塀)と思われる厚 さ 4.5 cm位 の粘土塊の構造は、中央部に径

l cm位 の竹をほぼ半載 し、その切断部分を外に向け組み合わせ、一部をシュロ状の均一な繊

維でより合わされた細縄 (遺存時径 3硼弱)に より結ばれており、竹組を中心に外側 2 cm位 、

内側 11 5 cm位 にヮラ餃カヤを混入した粘上をはりあわせ表面を 3鰍位の厚 さで上塗 りしてい

る。

4.竪穴状遺構 (第 14図  図版 8)

一辺が 1.2m、 深さ 1.3れ 、すでに土取りのため半分は削平 されていた。埋土は黒色土で、

下面は第Ⅶ層まで達 しており、底面は 1辺 8 2cmの 隅丸方形を呈する。床面付近より多くの

石が検出されたが、そのほとんどは軽石であった。石の出土状況か らして人為的に積まれた

ものでないと思われ、用途については不明であり、伴出遺物はみられなかった。

5.溝状遺構

Ⅲ区北側に 2本確認できた。いずれも後世の土壌によって切られている。 1は、幅約 70

cm、 深さ約 1 0cmで埋土は褐色土である。遺物は確認されなかった。2は、幅約30mで深さ約

15m、 埋土は暗褐色土である。備前焼の描鉢 (72)が出土している。 1,2と も部分的にしか残っ

ておらず、用途については不明である。

注 1.虎口というより城内に3つ ある城士邸の区画の役目をもった通路の可能性が考えら

れる。

注 2.こ こでは不透水層の粘質土の存在か ら丼戸状遺構 としたが、土牢、貯蔵穴、埋納施

設 (貴重品)な どの遺構の可能性 も考えられる。
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第 Ill章 出 土

今回の調査では、耕作、戦時中の兵舎などによる撹乱が激 しく一括資料 として扱えるもの

はほとんどな く、表土中出上が大部分を占める。遺構出上の遺物 について も混入が目立つ。

そのため、ここでは遺物の種類 ごとにまとめて紹介 したい。なお、遺構出上の遺物について

は遺構のところで遺物番号を付 した。

1.土師器 (第 15016図 , 図版10)

すべて回転糸切 り底の皿でほとんどが復元実測である。

1～ 6は 、 El縁 部がやや内電気味に立ちあがり端部 は丸 くおさめ られる。 7～ 11も 、同様

と思われる。その中で も 103め 7・ 9010011は 、底部の厚 さが l cmを 越える。また 30

9010は 、体部外面に明確な稜 をいくつか残す。 2は、底部中央が穿孔 されきれいに整形 さ

れている。12～22は 、口縁部が直線気味あるいは外反 しなが ら立ちあがる。これ らは内彎す

るものに比べ上げ底 ぎみで底部の厚味 も少ない。20は 、検出 された土師器皿の中で もっとも

器高が高い。底部は上げ底で淡黄褐色を呈す。23は 、器壁中央部に外面より穿 った子Lが一 ケ

所認め られる。焼成 も良好で淡赤褐色をなす (表 3)。

物遺

表 3

m 器高じJ 口径tnl 底径じ鵬 底部の厚 さt」 m 器高じ書 口篠艶」 底径じ撼 底部の厚み鶴

1 42 0.85 0.55

5.25 6.8

8.9 1.15 1.7∽ 8`4翰

4 53 0.55 1.9 CO 8.6∽

5 75 5.65 2.55 10.4 7.25 06

0.4

7 2.4∽ 9.5ω 48 1.7輸 10.4輸 7.35 1.15

2.o鶴 5.8輸 56

24総 9.Oφ 1.35 3.25 12.8 415

2.1 0D 8.4φ 1.35 08

1.7∝ 10.4∞ 7.35 1.15 8.25
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0          5m

第15図  土師器実測図(1)
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0         5 cπ

第16図 土師器実測図(2)
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第 17図 青磁実測図

-35-



2.青磁 (第 17図  図版12)

①  青磁碗 (23～ 26)

23は 、線刻で蓮弁が描かれてお りまだそれほど簡 llb化 されていない。鏑 に して も明確 な稜

は残 っていないが、.そ れを意図 した高まりが認められる。灰青色を呈す。24は 、 P-399か

ら出土 している。オ リーブ色 の釉が内外面ともかな り蓮弁 ,間弁 及び鏑が描かれている。一

部 2次的焼成を受 け黄褐色に変色 している。25～ 29は 、線刻細蓮弁が体部に施 されている。な

かで も29は 、他に比ベー層簡 lle化 された ものである。25026・ 27は 青緑色、28029は暗灰青

色:を 呈 している。30韓 31は 、 口縁外面直下に便化 したヘ ラ描 きの雷文帯を もつ。32は 、Ⅱ区の

井戸状遺構か ら出土 している。日径 7.5 cm、 器高 3.9 cmを 計る。国縁部は比較的厚味を もっ

たままのび、日縁端部で強 く内彎す る。見込みは厚 く染付でいう「鰻頭心」をなす。釉は高

台手前までかか リー部畳付に まわる。口縁部が一部 2つ に割れているが、 ニカワ系統のもの

で接着 し再利用 されていた らしい。33は 、端反 り碗で、腰より内彎 しながら立ち上が り端部

で外反 じ丸 くおさめ られ る。灰青色を呈す。34035は 、 釉が高台外面にかか り、面取 りされ

た畳付を もつ。34は 、高台外面に稜 を有する。36は 、34・ 35に 比べ焼成 。釉ともに良好であ

る。高台内面まで比較的厚い釉がかかる。

② 青磁皿 (37～40)

37038は 、いずれ も日縁部が稜花をなす。37は 、体部中央まで直線気味にのび、それよりか

るく外反 しながら□縁部にいたる。体部内面に稜を残す。茶味の強いオ リーブ色 の釉がかか

る。38は 、体部下半から稜を有 して外反する。体部内面には、劃花文が施 されている。39は 、

体部下半が「く」の字形気味に屈曲 し口縁部にかけて朝顔形に強 く外反する。 □縁端部は

丸 くおさめ られている。40は 、皿 の底部で P-38か ら出土 している。高台内部 まで明灰青色

の釉がかかるが、畳付の一部 は釉が削 りとられている。体部下半が「く」の字形に屈曲 して

おり、高台は台形を是する。

③ 青磁盤 (41・ 42)

41は 、Ⅱ区 9号土填出土である。全体的に厚味のある底部で見込みには 2本の円圏がめぐ

らさられ、明るいオリーブ色の釉が高台外面までかかる。畳付は露胎である。白磁皿 (52)と 供に

出上 した。42は、日縁部手前でかるく「く」の字形に開 く。 日縁は稜花をなし内面にはヘラ画き

の劃花文が施される。外面には焼成時の砂が一部付着 している。青緑色を呈す。
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第18図  白磁・青磁実潰1図

④ 香 炉 (43“ 44)

43は 、日径 6.2 cmで 比較的厚味のある香炉である。暗青緑色 をなし釉は外面と口縁部内面

下約 l cmの ところまでかかる。44は 、Ⅱ区 9号土墳出土で、土師皿などを供伴する。日径 5.4 cm

を計 り 3足の香炉 と思われる。

その他掲載 しなか ったが、蓮弁文で明確な稜を もつ鏑部分の青磁片 も出土 して いる。

3.白 磁 (第 18図・ 図版 12)

① 自磁碗 (45～ 49)

45は 、丸味を持ちなが ら立 ちあが り□縁部近 くで外反する。器壁は薄手である。46も 45と
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ほぼ同形の碗 と考え られる。両方 とも焼成及 び釉 と もに非常 に良好である。47は やや内電気

味に立ち上が る。 □縁直下に稜を残す。内外面に微かな貫入があり淡黄白色釉がかかる。48

049は 、碗底部である。48は 灰 自色の施釉がなされているが畳付は露胎 である。全体的に薄

手であり高台は内側に傾 く。49は 、体部下半より丸みを もって立ちあがる。48に 比べてやや

厚手である。明灰白色釉が 内外面ともかかるが畳付は露胎で ある。

② 自磁IIll(50～ 52)

50は 、日径 8.9 cm、 器高 1.8 cmの 白磁小 Illlで ある。高台内はヘラ切 り痕を残す。高台は「

アーチ状」に肖Jら れ台形状をなす 4つ の畳付を有 している。畳付には重ね焼 きの跡が認め ら

れる。また見込み にも同様の目跡を残す。51は 柩 口縁が稜花をなす。部分的に先端が二股に

分かれている。乳白色釉がかか る。52は 、Ⅱ区 9号 土壌出上で青磁盤 (41)も 供伴 している。

がっちりした高台を有す る。体部下半まで青 白色の釉が施 されている。見込には円圏をめ ぐ

らしスタンプ様の草花文が施 されている。

③  青白磁 (53～ 55)

53～ 55は 、菊花Illlで ともに日縁 は稜花を呈す る。53は 明確な稜を もって内外面の菊花を表

現 している。灰 白色 の釉がかかる。54は 、日径 12.l cm・ 器高は 3.3 cmで 3者の中で最大で

ある。凹凸で菊花を表現 してお りこの点では55も 同様である。底部は薄 く全体に淡青白色の

釉がかか り、畳付は露胎である。55は 、比較的小振 りで灰白色の釉がかかる。53～ 55は 、す

べて体部下半か ら丸味を もって立ちあが り口縁部にいたる。

4.染 付 (第 19図 。図版13)

56～ 59は 、皿類である。55は 、わずかに高台を もつ端反 り皿である。日径 9.8 cm・ 器高 2.

4 cmを 計 る。見込みには花文が描かれ ている。内外面とも乳灰色を呈 し畳付は露胎である。

57は 、56と 同様端反 りllllで ある。高台は内傾 し、畳付は露胎。56に 比べ腰か ら胴部にかけて

丸味をもつ 。58059は 、いわゆる「碁笥底」を もち胴部に芭蕉葉文が描かれる。60～ 62は 、

「蓮子碗」の系統に属す。60は 口縁部に波涛文、胴部 に芭蕉葉文がそれぞれ描かれている。

61は 、丸を 3つ結合させた文様を胴部にもつ。63は 、見込みがやや凹み64に 比べ狭い。高台

は薄手で外傾する。胴部にアラベスク文、見込みに花文を もつ。64は 、見込みが63に比べ広

く平坦で高台は内傾 する。見込みには菊花文が施 される。65は 、日縁部に簡略化 された雷文

帯が描かれ胴部には牡丹唐草文を もつ。66は 、腰か ら胴部にかけて丸みをもちなが ら立 ち上

がる。見込みはわずかに盛 り上が り、「鰻頭心」の系統 に属す る。高台はほぼ直立 し、内面
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には、「福 Jの字が描かれている。67は、 El縁部がやや外反 し、胴部には唐事文を もつ。68

は、日縁部が強 く外反す るいわゆる端反 り碗である。日縁部内面には波涛文が描かれ る。69

e70は 高台内が盛 り上がり露胎である。高台は両方 とも面取 りされている。70は P-429出

上である。

5.陶  器 (第 20図 。図版14,15)

① 常滑焼 (71鬱 72)

71は 、日径 36.6mを計る。日縁部は 2度外側に折 り曲げられ断面はN字状を呈する。縁

帯 も幅広 く3.5 cmを 計る。外面には、現青緑色の釉がかかる。内面は露胎でヨコナデ調整が

施されている。72は71に 比べ全体的に厚手である。内外面ともヨヨナデによる調整がなされ

ており、暗茶褐色をなす。国縁端部付近に斑点状の自然釉がかかる。

② 備前焼 (73～ 83)

73螢 74は 壺区 1号土壌出土で同一個体と思われる。73は 日縁の玉縁外面に凹凸をめ ぐらし

た日径 52卸 の大甕である。日縁部は「 く」の字状に外反 しなが ら立ちあがる。頸部 より肩

部にかけて内面では夕タキ痕が見 られ る。外面では暗緑色の自然釉がかかる。日縁内面に も

まば らに自然釉を認めることができる。74は厚手の底部である。内外面ともヨヨナデ調整で

あるが、体部内E8~下 に明確な稜を残す。75076は IIl縁 部が上 /」

~で
折 り曲げ られ玉縁をな して

いる。両者 ともヨヨナデであるが、76は 内面に稜 を残 している。また外反する75に 対 して 76

はやや直立すると思われる。77・ 78は 甕 の底部 と考えられるが、 共 に75に 比べ薄手で上げ底

を塁する。78は 「通路」床面直上より出土 し赤褐色をなす。78の底部内面は非常に磨研 され

ている。79～ 83は 感鉢である。 79は 、 P-209よ り臨土。体部か らEl縁 部にかけてやや内彎

気味にのび目縁書
'が

ほぼ垂直に立 ち上がる。端部は丸 くおさめ られ、日縁 下半には朧凸を残

す。内外面 ともヨヨナデでその後斜線 と縦線の条線が施 される。80は 、 Ⅱ区 11号 土壌出上で

ある。体劇ζからEl縁 畜ζにかけて直線的に張 り出 し、端部付近で上方にややのびる。内面は ヨ

⊃ナデ後、縦方 轟lC_1単位 6本の条線が施される。81は 、国縁端部が途中より急に上方 ld_張

り出すが、その端部は内額Jに つぶれている。外面は青灰色、内面ιま茶褐色を豊す。 量区 1号

上壌出上で 73碇 74と 供伴す る。82は 権口縁外面に閣凸を残 し全体に自然釉が認め られ る。83

は、比較的器壁が薄 く条線は認め られない。

③ 火 鉢 (84)

84は 、内外面とも淡青灰色を最す る。肩部には 2つの菊花文が施される。□縁部内面は横

方向の、体部内面には斜 めの Fiilll毛 調整がなされる。「通路J床面直上出上である。
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6.三 彩鳥型水注 (第 21図・ El絵 1)

頭部のみで嘴 の先端 部 はすで に破損 して いた。嘴 と眼 の部分 に緑釉 、それ以外 の部分 には

黄色 の釉 が それぞれ施 されて いる。施釉 は比較 的薄 く風化のためか ム ラがある。同種 の水注
(注 1.)

は、阿蘇大 宮司 の館跡 とされて いる浜 の館 か ら出上 して い る。 しか し、浜 の館 出上の鳥型水

注 は鴨 を、 中之城跡 出上 の ものは鶴 をモチ ーフに して いる点が異 って い る。通路埋土 中よ り
(注 2.)

出土 した。

その他 に図示 しなか ったが洪武通宝 、石 臼片 、 フイゴの羽 口などの出土遺物 があ った。

以 _卜 、遺構 、遺物 につ いて述べ て きたわ けで あ るが 、すで に中之城 自体 がか な りの破壊 を

受 けてい るため遺跡 の全貌を明 らか にす る ことはで きなか った。

I区 、 Ⅱ区 と も柱穴群 、土獲 な ど検出 したが 、その中で 日をひ くのが上壊 の多 さで あった。

上壌 は 、発掘 面積 や撹乱 によ っては っきりとはいえないが、北佃1、 南佃1の へ りに集 中 して い

るよ うに思え る。遺物 を出土 したの は 1号 鬱9号 だ けで 、 これ ら土壌 の時期差 あ るいは用途
(注 3.)

については不明 で ある。類例 と して は、清武城 などか らも検 出 されてい る。

遺物 の ほとん どは,里 土中よ りの出土 とい うことである程度 の年代幅 を もって考 えてみ たい。

青磁 は大部分 が線 刻 の細蓮弁 文 あるいはそれが くずれた形 の碗 で、15世 紀 ～16世 紀 にかけて
(注 4.)

の もので あろ う 。染村 は 、小野氏の分類 によるな らば一部 BI群の皿 も見 られ るが 、碗 、Illと

(注 5)
もC群 に含 まれ る もの ばか りであ った。陶器類 は備前 が ほ とん どで 一部常滑大甕 の 口縁 部 が

(注 6)                (注 7.)

出土 してい る。備前の大甕 は V期 、描鉢 はⅣ ～ V期 の特徴 を、常滑大甕 はV期 の特徴 を もつ 。

上師器の ほとんどは糸切 り底 の小皿 で法量 も小 さ くほぼ同種 と思 われ る ものばか りで あ った 。

これ ら遺物 を総括 して年代幅 を考え るな らば 15世 紀中葉か ら16世 紀末 とい う時 嬢を与え られ

る。 これは、城 が存続 していた 1375年 (築 城 )～ 1615年 (廃 城)ま での時 期にあ た り、

文献上の「都城 」 の存在 を裏づ ける もの といえよ う。
(注 8)         (注 9.)

都城周辺か らは、祝吉遺跡 の緑釉 陰亥1牡丹 文水注 、あ るいは墨書土器 が、その ほか北諸 県
(注 10.)

郡高崎囲Iで は須恵器壷 、主師器杯 とともに越州窯系青磁碗 も出土 して いる。

最近 、宮 崎学 園都市遺跡群で は中世の遺物 も多量 に出土 してい る。それ らは古銭 あ るいは
(注 11.).

銘で もった石塔 な どに供伴 し、県 内における古代 か ら中世 にかけて の遺物 に対す る時期比定

の重要 な鍵 を握 ると思 われ る。

注 1.『浜の館』熊本県教育委員会  1977

注 2.浜の館や祝吉遺跡では理納された状態で出上 している。
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注 3.『九州縦貫 自動車道埋議文化財発掘調査報告書第 3集 』宮崎県教育委員会  1979

注 4.亀井明徳「 日本出上の明代青磁碗の変鷹」『鏡山猛先生古稀記念古文化論集聾 1980

注 5.小野正敏「15-16世紀の染付碗 、皿の分類 と年代」『貿易陶磁研究』Na 2.1982

注 6.『世界陶磁全集』 3 小学館  1977

注 7. 同  上

注 8.『 祝吉遺跡』都城市文化財調査報告書第 1集  1981

注 9.都城43普 通科連隊内郷土館に祝吉臨土 として展示 してある。

注10.面高哲郎「高崎町東霧島出土の輸入陶磁器」『宮崎考古』 6 1980

注11.『宮崎学隠都市埋蔵文化財発掘調査機報』 1 1980

『             //              』 Ⅱ  1981

『          ″          』醸  1982
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纂 Ⅳ葦 纏

都城は鶴丸城と も言われ、本丸,西之城,中之城,南之城,外城,小城,新城,池之上城 ,

中尾城,取添城によって構成 される。都城 は永和元年 (1375)、 第 2代都城領主北郷義

久が築 いたとされ るが、「庄内地理志」によると、この時は本丸,西之城,中之城,南之城 ,

外城が築かれ、その機、 8代忠相の時に新城,池 之上城,中尾城,小城 および中尾口 (大手)

弓場 臨口 (攘 手),鷹 尾口 (西北の間 )夕 来住 Ll(東),大 岩 EII El(南)の 五日も定め られ

たとい う。また櫂取添城麟ly集 院幸侃の時に定めたとある。

今回発掘調査を行 った中之城務 は本丸の南にある。図書館蔵の絵地図には「取添城」「忠

虎公 プ御妹」の理がみえることか ら鑢 この原図の作成年代は慶長年間と見て差 し支えない

であろ う。元和元年 (16番 5)に廃城 となるか らゝ図面記載の家臣名は都城に居住 した最

終段階の人々とも考え られる。中之城跡にlllっ ていえば、伊 ケ倉喜右衛 P5(忠年), 日置筑

後 (久之), 自濱幡摩 (重政)の名が見え る。

調査は限 られた区域で行わざるを得なかったが、先述 したように、記録類では把握できな

い諸事実が IInら かになった。中之城中央を南北にカギ型 に抜 ける幅約 4%の選降、おそ らく

伊 ケ倉家の屋敷に属す ると考え られる正FFl跡 の遺構、通路に面 して築かれた lp.石 製の石垣列、

また、 白濱家に関す るとみ られ る深 さ 3挽 余 りの井戸状遺構など比較的遺存度のよい遺構群

であった。その他、方形に掘 り窪められた遺構など、機能 。用途 について不明な点 も多々あ

ったが、他の城跡調査での類rllを 待ち、検討 していきたい。

出土遺物 は、 豊5世紀か ら 16世紀にかけての ものを中心としており、土師器小皿ゝ青磁、

白磁 、染付、陶器 などである。また、通路の脇か ら出土 した二彩鳥形水注の頭部が 盛点あり、

注目され る。さきの祝吉遺跡の第 1次調査で臨土 した緑釉陰亥J牡丹文水注 とともに島津氏の

戦国期 における動静を語る資料.の ように思われる。

壮大な規模を今 ld_残 してきた都城跡 も次第に時代の波に押 され、現在半数近 くの城を失 っ

てしまった。南の方か ら小城,繭之城,外城,池 之上城の一部,新城が今はなく、考古学的

調査が行われたのは中之城跡が初めてである。他の残 っている城跡の保存状況は極めて秀れ

ている。

逸
購
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付 「部城」鶉域 と始の位置

この「 lll城 」を中心 とする地方 は、古代 より、島津庄の発祥地 とされ『建久図圏帳』にあ

る北郷 300町 、中郷 180111r、 南郷 200町 、三俣院 700町、島津院 (破 )300町がそれにあた

る。鎌倉時代には富山氏や開発領主系の伴氏一族が、島津庄官人 として弁済使、図師、公文

等として活動 している。建武元年 (1334)の「 島津庄地頭代道喜濫妨人注文」の中には、

北条氏の 日向料国化を示す北条氏一族家人等 に併せて在地系領主の建武新政 による支配に反

抗 している事実が記されている。南北朝初期には肝付兼重が三俣院高城を中心に南朝方 とし

て活動 しており、対兼重与党 として畠山直顕 (義 顕 )が 日向国支配の為、尊氏より下向させ

られている。南九州の南北朝の混乱 は複雑であり、島津氏はその中で、二州の国人領主等 と

競い領主権の伸張を計 っている。

こうした中で北郷氏の入部 は、島津氏の代官支 8‐・L方式か ら、惣領鎮西下向一庶子配分方式
(注 1.)

へと移行 し、在地における領主権の伸張を目ざす中に捉え られる。 4代忠宗の 3男 までが、

薩摩国を中心にその配分が行なわれ、後をうけて、 4男 時久 (新納氏 )、 5男 資久 .(樺 山氏 )、

6男資忠 (北郷氏)が、 日向国 にその配分をみることになるわけであ る。次にその資忠の入

部についてみると、

北郷氏初代である資忠 については、『西藩野史』にある暦応 4年 (1340)4月 の催馬楽

城攻が初めであ り、 ここでは南朝肝付兼重与党矢 上氏攻めを樺山資久 と一緒 に将と して攻め

落 してい る。また、観応 2年 (1351)に 南朝方の雄である菊池武光 との戦 いであった筑前

金隈の戦 に一色範光 に属 し氏久 とともに戦 っている。そ して文和 4年 (1355)薩摩知色城

にあ って島津師久 とともに、東郷氏等の攻撃を受 け、師久とともに傷 を受 け、手負百余人と

記 されており、相当な苦戦を強い られている。『庄内地理誌』によると資忠の庄内 (北 郷 )

安永村薩摩進入部は文和元年 (1352)と し、筑前金隈の戦の功 と して北郷 300111Jを 与え ら

れたものとす る。 しか し、北郷氏 (資 忠)の庄内地方支配は、次の文書等か ら確固たるもの
(注 2.)

でなか った ことも考 え られ る。相良 文書 に延 文 4年 (1359)に 畠内直顕 よ り相良定頼 に北

郷領家 職 を兵糠料 所 と して預 け置かれ てお り、 また年紀 を欠 くとはいえ 、相良定頼 ■族に一

色範 氏 (九州探題 、肥前 守護 )よ り宛 行われた所領 の 目録 があ り、本来 の領国た る肥後球磨

郡を は じめ 、 日向に も相当数の所領 が、宛行われて いる。 これを受 けて相良氏 は庄 内地方 に

(注 3.)

も転 回 して いた もの と考 え られ 、事実 、島津氏久 は延文 4年 (1359)に 大幅 。日向 の国境

であ る国会原 の戦 に相良定頼 に破 れ 、鹿 児島 まで落 ちのびてい る。北郷資忠 の人部 (1352)
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か ら義久の都城築城 までについては詳 らかにし得ないが、氏久の手 として従 っていた ものと

考え られる。北郷氏の庄内地方における確固たる転回は、二代義久の都城築城 とその格護に

まつことになる。
(注 4.)

都城築城 は『庄内地理志』によると永和元年 (1375)と され、二代義久の時とされてい

る。 この築城の理 由を考えると、前述の相良氏一族の都城周辺への転国があり、また、直接

的には、永和元年 (1375)の 九州新探題である今川貞世による少式冬頼謀殺事件である肥

後水島の陣での訣 Bllが あるもの と考え られ、対抗上、南朝方 となった島津氏に対 して組織さ

れた南九 ll・

l・l国 人一揆 に備えたものと考えられる。これは、新納時久の新納院高城落城か ら、

島津氏の日向の国 lr_お ける橋頭堡 としての庄内地方を格護させることを意味 し、天授 2～ 3

年 (1376～ 7)の南九州国人一揆による都城の役では氏久は後巻 として、救援 しており、

舌L戦 の中、一揆方 を退ぞかせている。そ して この戦は『山田聖栄自記』に「一、氏久 ノ御代

ノ内二も是程之大合戦ハなし、(中略)」 といわ しめる程の重要な戦であったのであり、その

戦を戦い抜 いた島津氏は、その一家衆である北郷氏 (樺 山氏を含めて)を して庄内地方に確

固たる橋頭堡を確保 したのであり、後の野々美谷城をあわせて、日向の地に進出の基盤を得

たのである。その後 、北郷氏は「都城 Jを根拠 として活動 し、北原氏 。伊東氏といった近領

主 と攻防 を重ね、退 りぞけ、一族である新納氏とも衝突するなどして、都城地方にその境域
(注 5.)

を漸次拡げていくことになる。永禄年間 (1570年頃)に は、 日我上人を して島津氏の庶子

の中でも主 ものとして挙げられ「 (前 略)薩州或ハ北郷など人数分限の衆様々計略の行 にて

国を守んと し色々賄賂仁義候て雖望家督、 (後略)」 として家督 (島津宗家)を望む程の大

身になっている。その後文禄 3年 (1593)に祁答院に転封 されて、伊集院氏の城 となる。

(有 田 )
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注 1.饉野精一郎、「鎮西に於ける東国御家人」 日本歴史 167号 。168号

この中で島津氏型 =代官支配方式としてその領国支配の不利を述べてある。

注 2.翻 向古文集成二 …27号 、「北郷資忠譲状」には、北郷の 3分 の 1を譲 り渡 している。

このことは、資忠の北郷地方支配を示すものとも考え られる。

注 3.服部英雄「相良氏と南九り1ヽ 国人一揆 」歴史学研究 514号

この中で氏は相良氏にとっての一揆参施の意味づけの中に、①球磨郡における平和

的状況を作 ること。②都城地方に恩賞地を確保す ること。の二つを挙げられ、一族

圏中公長の難置を指摘されて いる。

注 4.こ の中では、大和爾城 を大岩 囲城 と し、「都期 はその地に築かれたとしている。

困み ld_「 大和爾城」は 日向古文集成ニ ノ 9号「轟山義顕注進状」に落城の事と して

挙げている。 1341年以前に落城 していることが知 られる。

注 5`五味克夫「島津家物語一 日我上人 自記」について、鹿大史学23号

-48-



呂 慾

笞廼芍顆涅閻



図
版

１

本 丸
↓中之城

↓

都城遠景

ζ
=聘

簗

憮ヽ 西F■‐辣 呻静

-51-



図
版

２

糀
辮

}蛾
鷲
奉

1区

柱穴出土状況

-52-



図
版
３

1号土壊検出状況

7号土拡検出状況

-53-



図
版
４

靡

通路検出状況 (北 より)

正門跡t(´
|ヒ てより)

扮扮塀箸蜀蜀′′77f写椰|

蘊
鼈

鶴
梶

54-



図
版
５

正門跡 (西よ り)

通用門跡 (西 より )
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堅穴状遺構出土状況

-58-



図
版
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井戸状遺構及び10号土墳

10号土墳出土状況

井戸状遺構遺物出土状況 (左 青磁碗 右 竹組)
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都城市菓子野地下式横穴調査報告

石 川 恒太郎

都城市菓子野 は、同市庄内の東方約 2キ ロの所で、 この地方一帯 には地下式横穴墳の多い

ところであるが、昭和 57年に庄内町か ら東方に伸 びる道路の改修中に地下式横穴が発見 さ

れた もので、 この道路 は国鉄吉都線の谷頭駅 と日向庄内駅 との中間を庄内町か ら東に走 るも

ので、菓子野小学校の南を通 り、吉都線鉄道とは縦断す る形になるが、道路の南方 には大淀

川の支流川内川が
~diか

ら東に流れており、道路 と平行す る川内川 との間は畑地 と田圃で、 こ

の低平な土地に地下式横穴が群在するわけである。

ここに第 1号 と して記 した地下式横穴は、今回最初に発見 された もので、道路の下に古墳

の羨道を閉塞 していた石積の一部が発見されたので、写真 1に見 られるごとく、上部が道路

となっているため、その全体を見 ることはできないが、だいたい道路 か ら考えて、高 さ 70

cmぐ らいあった ものと計 られた。

羨道と玄室内は、天丼が破壊 されているので確実に知ることはできなか ったが、発掘 した

結果 は第 1図 に見 られる通 りで、玄室 と羨道が続 いている羽子板状であるが、 このような形

式の地下式横穴は、 この種の古墳 としては、古墳時代の末期的な古墳である。羨道 と玄室と

の全長は 1250伽 で、 この内訳 は玄室の長さが lπで、羨道の長さが 5 0caで あると考え

られる。玄室の広 さは、奥が広 くて、人口が狭い形で、奥室の幅 9 0cπ、 入口で 5 0cmで 、

奥行の長さ約 197bと 思われる。そ して玄室の方位は南北よ り10度東に傾 いているのである。

玄室内には第 1図 に見 られるごとく、 3体の人骨が頭を東、足を西に して伸展葬 されてい

たが、直接ではないが幾 らかの厚 さの砂の上からブル ドーザーで圧せ られていたので、壊れ

ている部分が多か った、日下長崎大学 の医学部解剖学教室に調査を依頼 しているが、玄室内

に存在 した状態は実測図 (第 1図 )に 示す通りである。

遺物は、玄室の北壁に接 して図に見 られる如 く、第 1号遺骨 と壁 との FEEに剣 1振 が、柄部

を東 に、鋒を西に して存在 した (NQ 4)。 またこの剣 と北壁 との間に 3本 (NQ 5、  6、 7)

が切先を東に向けて存在 した。さらにその遺骨の南側に 1体の人骨 (第 2号)が これと平行

して存在 したが、 この第 2号遺骨の頭蓋骨の東側 に、剣 1振 が、柄部を東北に、鋒を西南に

して在 り、その鋒に接 して、その西方に、第 1図 に見 る如 く、足の骨が存在 した。さらに、

その南側に第 3号の頭蓋骨があり、その西南に鉄 鏃 2本 が、何れも切先を東に向けて存在 し
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た。

次 にこれ らの副葬品を見 るに、北壁 に接 して存在 した剣 (NQ 4)は 全長 62.1糎で、柄の

長さ 15.9印、身長 46.2糎であった。身幅は 3御、厚 さ 6観 と計 られたが、柄頭 と鍔元に

鹿角装が施 されている。

第 2号 人骨の頭部に接 して在 った第 2号剣は全長 35。 7糎 で、柄部の長 さ 11.7糎、身長

24糎で、身の幅 3m、 厚 さ 6硼 と計 られたが、この貪1に も鍔元に鹿角装が施 されている。

次にこの古墳の玄室内で発見 された 5本の鉄鏃は次の通 りであった。

第 1号  長 さ 15。 7m、 箆長 6.O cπ、身幅 3.0伽 (最広部 )

第 2号  長 さ 15.3 cπ、箆長 0.O cπ 、身幅 3.2 cπ

第 5号  長 さ 17.3卸、箆長 8.8 cπ 、身幅 4.3卸

第 6号   長 さ 18.8御 、箆長 18.4 cm、 身幅 3.6 cπ

第 7号   長 さ 17.5m、 箆長 17.5 cπ、身幅 3.6m。

第57-3号  第57-2号

第57-1号
「

1ン

0                  10%

第 1図  地下式横穴分布図
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第 3図 地下式横穴第57-1号出土遺物 (鉄鏃1/3、 剣1/4)
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写真 1 羨道入 口と閉塞 口の 1部

写真 2 玄室の奥壁 と遺物
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図 版 2

写真 3 奥壁の右に鉄鏃 と剣

篠
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写真 4 第 2号人骨 と剣 (右側に鉄鏃 )
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図版 3
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6 7

出 土 遺 物
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Fll 口

1.本報告書は、都城市教育委員会が実施 し

た都城市菓子野町に所在する菓子野地下式

横穴第57-4号 05号の発掘調査報告書で

ある。

2.発掘調査は、県文化課主任主事面高哲郎

の担当で、昭和57年 11月 29日 か ら12月 3日

まで実施 した。人骨については、長崎大学

医学部解剖学第二教室、松下孝幸・分部哲

秋 0石 田肇諸氏に依頼 した。

3.本報告書に使用した図面の作図は、遺構

を面高 、遠矢昭夫で、人骨については、松

下、石田両氏が行い、製図は面高が行 った。

遺物の作図、製図は面高が行った。その

際、津隈久美子、高橋加奈子氏の協力を得

た。

4.執筆 0編集は面高が行った。

5.出 上遺物は、都城市教育委員会で保管 し

ている。
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所 在 地 彿 1図 )

都城市菓子野町は、都城市街地の北北西約 6.5たπにある東へ細長 く延びる台地上にあり、

台地の南には庄内川が東流 している。庄内川 は、台地東端で大淀川 と合流 し、流路を北へ と

る。今回、調査 された地下式横穴は、台地東縁、菓子野小学校南 200π に位置 している。

菓子野小学校南か ら庄内川にかけての台地南縁には、円墳が点在 し、県指定 されていたが、

消滅 している。今回、調査 された地下式横穴の東20れに も県指定古墳があったが消滅 してお

り、現在水田となっている。 この付近では、円墳 の他地下式横穴の存在 も知 られており、昭

和 55年には市道 1/A幅工事中 1基 の地下式横穴が発見 され、 また、昭和 57年 10月 にも数

基が同工事中発見 されていき。 この他、耕作中突然陥没す ることもあり、 この部分は透水性

が良 く水田には不可のため、あぜなどとして利用 されている。陥没部は地下式横穴と考え ら

れ ることか ら、一帯はかなり広 い範囲に地下式横穴が存在す ると予想 される。

Ⅲ 調査に至る経過

菓子野小学校南の台地縁辺は、現在水田として利用 されている部分は多いが、 5。 6年 前

陥没 した部分は滞水性がないため、茶・ 杉が植栽 されて いる。 周辺ではこうした陥没部は

地下式横穴 ではないかと考え られている。昭和 57年 7月 、土地所有 か ら当地

も水田化 したい旨の工事届が提出 され、 これに対 して、県教育長か ら工事着手 前に発掘調査

を行 うよう通知がなされた。 このため か ら市教育委員会へ発掘調査を行 ってはしい

旨依頼があ り、教育委員会では文化財保護の観点か ら調査を受け入れることになった。

調査は、都城市教育委 員会が主体 となり、県文化課主任主事面高哲郎の担当で行 うことに

なった。当初、調査は昭和 57年 11月 8日 か ら5日 間を予定 していたが、米の収穫が遅れ

た関係で同年 11月 29日 か ら 12月 3日 まで実施 した。 10月 には市道拡幅工事現場で も

3基 の地下式横穴が発見 されたので、今回、調査 した地下式横穴を「菓子野地下式横穴第

57-4号 , 5号 」として記述する。両地下式横穴か らは人骨が出土 したので、長崎大学解

剖学部第二教室講師松下孝幸氏に調査を依頼 した。
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1.菓子野地下式第57-405号  2.同 第57-1～ 3号  3.昭 和55年発見地下式

第 1図 遺跡所在地
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Ⅲ 調査の記録

(1}調 査の概要 (第 2図 )

調査は、茶畑北部の陥没部を中心に トレンチを設定 して行 う。その結果、第 llIト レンチ西

端で地下式横穴 1基、東端で 1基の計 2基が発見 された。 2基の地下式横穴の主軸方位は北
(2)

北東 で、台地の傾斜は緩やかではあるが、低所か ら高所に向 っていると言える。

当地の基本層序は、第 I層耕上、第Ⅱ層黒色土、第II層 ボラ混黒色土、第Ⅳ層御池軽石層

(通 称御池 ポ ラ)で、 2基の地下式横穴の玄室は第Ⅳ層に構築 されていたが、地下式の保存

状態は良好であった。構造はいずれも長い羨道を もち、逆 P字形をなす地下式横穴であった。

5号地下式は、 3体埋葬で 1号 人骨の左前腕骨にイモガイ横型員輪 8個 、 3号人骨の右前腕

骨にゴホウラ製員輪 1個 が着装 された状態で発見された。 1号 。3号 は男性熟年である。 4

号地下式横穴の竪穴か ら南東 lπ の位置で高杯 1点が出土 したが、包含層は、地下式横穴構

築時の 2次堆積土 と推定 されるボラを多量 に含む黒褐色土層である。また、第 3ト レンチ東

壁では、 2次堆積土の層が、 5号地下式の玄室方 向へ盛 り上がっているのも確認 され、墳丘

の存在を考えるうえで注 目された。

慶―、蜘□ 高`杯出土
3T

地下式横穴 分布 図
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唸)第 57-4号

遺 構 (第 4図 、図版 1～ 2)

第57-4号 は、主軸方位をN2rW とす る左片袖の逆 P字形の地下式横穴で御池軽石層中

に玄室が構築 されている。 4号 は、 506年 前陥没 した地下式であるが、陥没部 は竪穴であ

ったため、羨道 0玄室はほぼ完全に残存 していた。 しか しなが ら、羨道・ 玄室内には土が充

満 していたため、玄室天丼部を開 日して調査を行 った。

竪穴は、約 120卸 × 135卸 の隅丸長方形で深 さ約170御 である。羨道は竪穴北東隅に位置

し、幅70印、高 さ85御 で天丼 はアーチ状となっている。 長さは、 110卸と地下式の中では長

い羨道である。閉塞施設は確認されなかったが、羨道内等への上の流入から板様施設でなかったか

(3)

考えられる。堅穴の埋土は、上層がボラを含む黒色上の硬質の層で、 下層は黒色土混ボラ層とな

っている。閉塞施設である板様のものが腐朽 したため、下層の黒色土混ボラ層が羨道内へ流入 し、

堅穴内に空洞が生 じて陥没が生 じたものと推定される。

玄室は、西の両隅が丸 くなっているが、基本的には 1 00cπ × 190卸の長方形プランと考え

られる。天丼 は、高 さが約80卸で アーチ状 となっている。

第57-4号に埋葬 されていたのは、 /Jヽ児 (I期 )1体で玄室東部に頭蓋骨の一部が残存 して

いた。副葬品は認め られなかった。

竪穴の周辺には、地下式横穴構築時の

10mぐ らいの層をな して拡がって いた。

竪穴南東 1%の位置 において、 2次堆

積土層か ら土師器 (高杯)が 1点、横

位の状態で出上 しているが、 これは、

第57-4号に伴 うもの と考え られ る。

出土遺物 (第 3図、図版 6)

高杯は、器高 14.4印、日径 19。 3

卸、脚端部径 13.6 cmを 測る。杯部は、

その下底部に弱い稜を もって直線的 に

開 く、脚柱は中膨 みをな し、脚裾部 は

内湾 している。調整手法は、器壁が風

2次堆積土であるボ ラを多量に含む黒褐色土が厚 さ

o                10cm

第 3図  出土遺物 土 師器 。高杯
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第 4図  第57-4号地下式横穴実測図
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化 しているため不明。色調 は黄褐色を呈 し、胎土に細砂粒を多 く含む。

6)第 57-5号

遺 構 (第 6図 、図版 30405)

第57-5号 は、調査の際、竪穴が陥没 して発見 されたものである。羨道は東へ偏よる両袖

であるが、片袖の逆 P字形 とも見取れる構造の地下式横穴で、玄室は御池軽石層中に構築 さ

れている。主軸万位はN28° Eで あ る。

竪穴 は、 1 70cπ ×145卸 の長方形プ ランで南辺 は若千長 くなって いる。推定深 さ 170

cπ 。竪穴内の埋土 は、上部 はボ ラ混黒色上 で硬質の層で、下部は黒色土混 ボ ラ層 で下層

にい くに従 い黒色上 の混 入度 は少な くなる。下部の黒色土 混 ポラが羨道内へ 70～ 80c71ほ

ど流 入 し、羨門上の竪穴 に空洞が生 じてお り、 この部 分が陥没 している。閉塞施設 は何

ら確認 されなか ったが、羨道 内への竪穴の埋上 の流 入か ら閉塞施設 は板様の もので、 こ

の板様施設 の腐朽 に よりlil没 した もの と考え られ る。

羨道は、竪穴東よりか ら掘 られ、その主軸方位 は竪穴の軸方位より28度 東へ遮、れている。

幅は羨門部で55m、 玄門部で75cmが 計測 され、梯形状をな し、全長154印 である。

天丼は平 らで高さ80印 を潰1る 。

玄室 は、西端が隅丸 とな っているが

は、東半は平坦で箱形をな し、西半 は

ドーム状となっている。高さは中央で

8飲節を測る。

、基本的に90卸 × 170伽の長方形 プランである。天丼

曼 耕土

埋葬人骨は、頭位を玄室右、東南東

とす る3体があり、 1号人骨男性熟年

2号人骨女性熟年、 3号人骨男性熟年

である。 1～ 3号 の頭蓋骨 は塗朱 され

てお り、特に 1号人骨は厚 く塗 られて

いる。 3体 の人骨の保存状態は良 く、

3号 人骨はほぼ原位置を保 っていた。

3体の人骨は、 1号人骨はその配列

に乱れが見 られ、 3号人骨の胸部には

(5)

2号 人骨の肋骨が乗っていた ことから

0                                 1 00cπ

第 5図 第 3ト レンチ東壁土層 図
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1号→ 2号→ 3号の順に追葬されたと考えられる。

遺物は、 1号人骨の左前腕骨にイモガイ製員輪 8個、 3号人骨の右前腕骨にゴホウラ製員

輪 1個 が着装 された状態で出土 し、また、玄室左で鉄鏃 2点 も出土 している。

第Ⅳ トレンチ東壁において、地下式横穴構築時の 2次堆積層であるポラ混黒褐色上の層が

地下式横穴方向への盛 り止がりが確認されている。

出土遺物 (第 7図 )

貝 輪 (1～ 9)

1号人骨の左前腕骨に着装 された

状態でイモガイ横型貝輪 8個が出土

しているが、保存状態は悪 く3分 の

iな いし4分 の 1が 欠損 している。

番号 は、手首か ら 1、 2、 ……で計

浸1値 は右の とおりである。 8個の貝

輪は、内径が 5.7 cm前 後 (1～ 5)

4

褪
酬
‘

診
り

Ｖ‐０
卸

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１０

肝

酎

潤

＝

耐

酬

和

謳

饂

酬

酬

耐

副

註

第 7図  第57-5号 出土遺物
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1

5.8
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イモガイ横型員輪計測値  (単位 卸)



証
田結Ⅳ

5.5伽 (6～ 8)の 2群に分けられる。高 さは、 1か ら順に減高 している。

3号人骨の右前腕骨か らゴホウラ製貝輪が着装 された状態で出土 している。外径 8.8卸 X

?、 内子L径 5.3卸 × 4.9御、高さ 2.Omが計測 される。本村氏のいう繁根本 b量のゴホウラ

製貝輪に類似す る。

鉄 鏃

鉄鏃は、玄室左で変形圭頭斧箭式 2点が出土する。 10は 現長 11.6御、 鏃身 7御、最大幅

約 2.5卸である。 11は現長 14.4御、最大幅 3.4印で矢柄痕 は認められない。

調査された 2基 の地下式横穴は、い くつかの点で類似点が指摘 される。 2基 の地下式は、

主軸方位が N約 27° Eと ほぼ同方向に向けて構築 され、構造は長い羨道を もつ逆 P字形で、ま

た、閉塞施設が板様施設と推定 されるなどの類似点があり、築造時期は、同時期と推定 され

る。 4号地下式に伴 うと考え られる高杯は、国富町大野原地下式横穴第 3響、高原町 日守地

下式横穴群出里の高杯 と類似 しており、その年代観か ら、菓子野地下式横穴第57-4号 05

号は、 6世紀前後 と考え られる。

第57-5号地下式横穴か らは、着装 された状態で貝輪が出土 したが、地下式横穴における

貝輪の出土例は現在まで18例 が報告されている。貝種は、ゴホウラ、イモガイ、オオツタ

(9)

ノハ ?等 があり、 ゴホウラ製は国富町大坪 と今回の 2例 で大半はイモガイ製である。

貝輪を出土 した地下式横穴を地域別 に見ると、宮崎平野地区では、長方形寄棟造 り、楕円

形妻入りの構造を もつ地下式か ら出土 し、甲冑等を出土する例のある長方形妻入リタイプの

出土例は、ゴホウラ製貝輪 を出土 した大坪以外は、出土例をみ ていない。えびの地区では、

平入りで玄室平面形が長方形 あるいは楕円形のタイプに出土 し、肝属平野地区では、 1例 の

みで軽石製家形石棺 を伴 う長方形妻入 りか ら蛇行剣 と共伴 して出土 している。北 。西諸県地

区では、大萩地下式横穴群 においては、平入 りの玄室平面形が梯形 あるいは変長方形のタイ

プか ら出土 し、高原、高崎、今回の都城においては、片袖の P字形のタイプから出土 してい

る。

地下式横穴において出土する貝1命 は、イモガイ製が多 く、ゴホウラ、オオ ツタノハ ?製 は

数地下式で出土す るのみである。オオツタノハ ?製 貝輪は、旭台、日守地下式横穴群で出土

している。 この貝輪を出土する地下式の構造は、旭台が梯形・切妻造 り 。平入 り片袖で、日

守が方形 0寄 棟造 り 。平入 り片袖である。両地下式は、構造 に若千の違いはみられるが類似
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性が指摘 され、また、いずれ も棚状施設を もっている。旭台 0日 守地下式横穴群 は、距離的

にもそ う遠 くない位置関係にあり、朱や レリーフによる装飾を もつ地下式横穴群 としてても

注目されている。オオッタノハ ?製員輪を出土 した両地下式の時期は、菓子野57-405号

と同時期ない しやや先行するものと考えられ る。
             tta

第 3ト レンチ東壁で見 られた盛 り上 りに類似す る例は、高崎町塚原地下式横穴で報告 され

ている。塚原の例は、 2次堆積上の盛 り上 りでな く、火山灰 (高原スコリア ?)の盛 り上 り

で、報告者は、降越部 の存在を考えている。第57-5号 の例 も盛 り上 りは、何 らの降起部の

存在、つまり、マ ンウ ドの存在を示 しているとも考え られ、 5号地下式の竪穴は、マウン ド

の裾に位置 していることになる。

ll鋤        (141
地下式横穴 と墳丘 との関係 については、石川恒太郎氏、田中茂氏の論考がある。田中氏は

墳丘裾 に竪穴が発見 された地下式横穴の主軸方向が、墳丘の頂部へ向 っていること、数基の

地下式横穴が近接 しなが ら切 り合 っている」llが ないこと、また、追葬す る場合は何 らの目印

を必要 とすることなどか ら地下式横穴は墳丘を伴 うのでないかという仮説が提示されている。

今回の盛 り上が りは、竪穴の埋土上層か ら始まり、玄室方向へ盛 り上 っていることか ら、

墳丘説を実証す る 1例 とも考え られる。しか しなが ら、今回、盛 り上が りを確認 したのが、

1ケ所のみであり、また、類例 も少ない現在、ここでは、墳丘を伴 っていた可能性を指摘す

るにとどめ、今後の調査、研究をまちたい。
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次年度調査 された日守55-1・ 2号出土の貝輪 は、貝種は二枚員 とされている。実測

図では、54-2号 出土の ものに類似 している。

12.石川恒太郎「高崎町塚原地下式古墳調査報告」 宮崎県文化財調査報告書第14集  宮
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塚原地下式横穴の竪穴上の火山灰 の盛 り上 りは、第14集実測図では玄室方向への盛 り

上 りが表現 され、「地下式古墳の研究」 (1973)で は、竪穴上での降起が表現されてい

る。

13.石 川恒太郎「地下式古墳の研究」 ぎょうせ い 1973

14.田 中茂「えびの市小木原地下式横穴 3号 出土品について一地下式横穴 と墳丘―」 研

究紀要m2 宮崎県総合博物館 1973
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貝輪を出土する地下式横穴

地

　

域

地下式横穴名

構 造

被葬者数

員 輪 武 器

装 身 具 工 日
本 農 具 その他出土遺物 文献 。その他

玄 室 0天 丼 。羨 道 貝  種 個  数 着装位置 貪1 刀 鉄 鏃

宮

崎

平

野

部

国富町大坪 長 /」

~形 0寄棟  0妻入り ゴホ ウ ラ 1+1? ？

・ 1

刀子 1,鈍 l

鉄斧 l
鋤先 1 傍製獣形鏡 県文報15集

″ 市ノ瀬 1号 長方形・ ? ・  ? 1 イモガイ 1+1? ?
管玉 8,切子玉 l

丸玉 6,小玉 60
地下式古墳の研究

″ 稲荷馬場 長方形・ ? 0 ? ? ? ？

・ 金 環 刀子 3
土師器増 1,杯

盤,鉢、須恵器杯
宮博 。研究紀要NQ 2

西都市下三財月中 1号 楕円形 。 ? 輌妻入り ? ? ?
臼玉 47

小玉 20

西

Jヒ

諸

県

地

区

野尻町大萩 梯 形・ 寄棟  0平入り イモガイ ？

・ 左   手 1 銀環 1
刀子 2

鉄斧 1
鎌 1 朱玉 1 県文報 5集

″ 大萩10号 逆梯形 e寄棟  ・平入り 1 イモガイ 1 男 0左手 刀子 1 大萩遺跡

〃 ″ 3号 変長方形 e寄棟・妻入り イモガイ 1 女 0左手 銀環 1 刀子 1 貝製品 1,馬具 2

高原町旭台 9号
梯 形 0切妻  。平入り

(逆 P字形)

3?
オオツタ

ノハ ?
8 ?

鈍1

刀子 1
鉾 1 県文報19集

″ 日守54-2号 方形 ?。 寄棟  。平入り

(逆 P字形 )

？

・

オオ ツタ

ノハ ?

？

・ 1 1 刀子 1 県文報22集

″  ″ 55-1号 長方形 0寄棟  。平入り

(逆 P字形 )
二枚貝 ] 男 0左手 1 県文報23集

″ ″ 55-2号 方 形・ 寄棟  。平入り

(逆 P字形)

二枚員 女 。右手 4
刀子 2

鈍  l 鍬先 2

高崎町原村止
長方形 。アーチ 。平入り

(P字形 )
イモガイ ？

・ 県文報18集

″横谷S原村A号 長方形 0 ? 。平入り

(逆 P字形)
イモガイ ?。 両手 刀子 9 鉄釧 1 県文報19集

都城市菓子野57-5号 長方形 0ア ーチ 。平入り

(逆 P字形)

イモガイ

ゴホウラ

8

1

男

男

0左手
0右手

本報告

え
び

の

ｏ
北
薩

えびの市小木原101号 方 形 。 ? ・ 平入り イモガイ ?0左手 2 1 飽 県文報15集

″ 平松43-2号 楕円形 0 ? 。平入り 1 イモガイ l
？

・

？

・ 県文報14_4

″ 島内2号 長方形 。切妻  0平入り 3^Ψ 4 イモガイ ？

・
8 県文報16集

肝

属

高山町上原 長方形 0切妻  0妻入り ？

・
イt,び イ ？

・

1官イ予

貪Jl
刀子 3 員製ヘラ 1

隼人

軽石製石棺

県文報・……宮崎県文化財調査報告書
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図版 1

(1)第57-4号堅穴

(2)第 57-4号玄室
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図版 2

ほ)高杯検出状況

高杯出土状況
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図版 3

は)

綺辱‐
ザ募:

豫    多

亀
薄

第 3

第57-5号堅穴

?警電慕″・

や嚇
・

ダ
卍
勒
ｂ

ざ ,電

トレンチ東壁
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図版 4

(D 第57-5号 (堅穴から玄室を見る)

12)第57-5号出土人骨



図版 5

(1)第57-5号 貝輸出土状況

(21 第57-5号 鉄鏃出土状況



図版 6

(D 出土遺物 高杯・鉄鏃 (第57-5号出土)

12)第57-5号  出土 ゴホウラ製貝輪
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図版 7

■
■

■

第57-5号 出土イモガイ横型貝輪

-101-



蛉儡燒莉鰈躙礫痣穆鮨ン芍

鰈癸儡笙蝙綺隋儡鼈芍漑

漑写鶉餞 。わ頸骰咸 鰺漑明 は



宮崎県都城市菓子野地区横穴出上の

古墳時代人骨

※    ※
松下孝幸 e分部哲秋・ 石田

宮崎県都城市菓子野町 にある菓子野地下式横穴 (古墳)群のうちの 5基 か1982年 (昭和57

年)に調査 された。この うちの 3基 は道路工事業者によって潰されてしまい、人骨 も圧縮破

壊 されていた。残 りの 2基のうちの 1基 (57年 5号墳)に はきわめて保存状態が良好な人骨

が残存 してお り、資料 としては貴重なものである。

当教室では、かねてか ら南九州地方に特有な地下式横穴 (古墳)か ら出土する古墳人骨に

強い関心を寄せ、 この古墳人の形質を解明するために現在 も資料の収集 と研究を続けている。

資料の増加に伴 って他地方 の古墳人との差異か しだいに明 らかになりつつあり、また同 じ地

下式横穴か ら出土する人骨に も地方差が存在することを示唆する資料 も出土 しているが、ま

だ資料数が十分な ものではなく、地下式古墳人の全体像を解明するまでには至 っていない。

このような問題点や課題を明 らかにしていくためにはまず既に発掘 されている人骨について、

これ らを資料化 し整備 してい くことが必要である。 このような観点か ら本例 についても計測

および人類学的観察を行なったので、その結果を報告 したい。なお昭和55年 に出土 した人骨

について も合せて記載 した。

菓子野地 下式横穴 5基か ら出土 した人骨は表 1に 示すとおり、12体であるか、57年 1号墳、

2号墳、 3号墳は既に破壊 されており、人骨を取 り上げ、その形質を論 じることは不可能な

もので、体数を明 らかにすることと歯が残存 していたので、年令を推定することだけがかろ

うじて可能であった。 これ ら破 壊 された人骨の残存量は多 く、また 5号墳出土人骨の保存状

態がきわめて良好なものであることを考えれば、この潰 された人骨の保存状態 も良 かったも

のと推浜1さ れ、まことに残念である。

※

肇

:こめじ|ま

料資

※ 長崎大学医学部解音J学第二教室
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資 料 数

男性
成人

女性
小児 不明  合計

これ らの人骨は別項で述べ られているとお り、考古学的所見より古墳時代後期初頭 (5世

紀末～ 6世紀初頭)に属する人骨である。

人骨の総数は55年 分 も含めると13体 であるか、 このうち破壊 されていたのは 8体分の人骨

である。残 りの 5体のうち 1体 が小児骨で、あとの 4体は成人骨であった。この 4体 の成人

骨のうち 3体は男性で、残 りの 1体か女性であった。なお各出土人骨の性別 。年令は表 2に

示すとおりであ る。

表 2 出 土 人 骨 一 覧

表 1

人骨番号 性別  年令 備 考

55年 1号墳

1号人骨

1体

熟年  頭蓋朱男 性

57年 1号墳

1号人骨

2号 人骨

3号人骨

3体 業者によって破壊

不明

不明

不明

壮年

熟年

不明

2号墳

1号人骨

2号 人骨

3号人骨

4号人骨

4体 業者によって破壊

不明

不明

不明

不明

壮年

壮年

壮年

壮年

3号墳

1号人骨

1体 業者によって破壊

不 明 熟 年

4号墳

l号人骨 小児 (I)

l体

5号墳

l号人骨

2号人骨

3号人骨

男性

女性

男性

熟年

熟年

熟年

3体

頭蓋朱

頭蓋朱、上肢一部朱

頭蓋朱
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計測方法はM artmSalbrヽ (1957)に より行ない、一部はH OWellS(1973)の方法で計測した。

また鼻根部は鈴木 (1963)と 松下 (1983)の 方法で計測を行なった。

比較資料 としては、従来報告 されている宮崎県の地下式横穴出土の古墳人 (以 下「地下式

古墳人」)、 朝田墳墓群第Ⅱ地区の横穴墓から出土 した古墳人 (以下「朝田古墳人』 )、 (

松下 ,1982)。

なお比較表中の地下式古墳人 とは、灰塚 (内藤,1973)、 大萩 (内 藤,1974)、 日守 (松

下,1981)、 上の原 (松 下,1981)、 旭台 (松 下,他 ,1983)を一括 して平均値を算出 した

ものである。

上述 しているよ うに57年 1号墳～ 3号墳か ら出上 した人骨は完全に押 し潰されていたため

に観察す ることもできないものであった。従 つて所見は55年 1号墳、57年 4号墳および57年

5号墳か らそれぞれ出土 した人骨についてのみ記載す る。

なお、各人骨の計沢1値 は表 12～ 24に 示す とおりである。

55年 1号墳 1号人骨 (男性 。熟年 )

(1)頭  蓋

右の頼骨弓を欠 く以外 は完全である。

1.脳頭蓋

脳頭蓋の諸径 は中程度で、乳様突起は小 さく、外後頭隆起の発達はあまり良 いもので

はない。縫合 は、三主縫合とも内板では癒合閉鎖 しており、外板においては冠状縫合は

開離 しているか、矢状縫合の大部分とラムダ縫合の一部には癒合が認められる。

頭蓋最大長は 184273、 頭蓋最大幅は135御、バ ジオ ン、ブレグマ高は133囲で、頭蓋

長幅示数 は 73.37、頭蓋長高示数は 72.28、 頭蓋幅高示数は 98.52と なり、頭型は dO11ぬ¬

orthoT ak rok ran(長 嬌中 0尖頭)に 属 している。

また頭蓋水平周は 512御、横弧長は 297御、正中矢状弧長は 373mで ある。

2.顔面頭蓋

眉上弓か ら眉間へかけての隆起は強 く、鼻骨 もやや隆起 しているので、鼻根部はやや

陥凹 している。また鼻根部は狭い。

右の頬骨弓を欠損 しているので、頬骨弓幅を計測す ることはできないか、左は完全に

見所
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